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国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
等
作

成
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、
画
面
の
案
内
に
従
っ
て
金

額
な
ど
を
入
力
す
れ
ば
、
税
額
な
ど
が
自
動
計
算

さ
れ
、
所
得
税
、
消
費
税
、
贈
与
税
の
申
告
書
や

青
色
申
告
決
算
書
な
ど
が
作
成
で
き
ま
す
。

　

作
成
し
た
申
告
書
等
は
、
ご
自
宅
の
プ
リ
ン

タ
で
印
刷
し
て
郵
送
等
に
よ
り
税
務
署
へ
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
同
コ
ー
ナ
ー
の
画
面
上
か
ら
そ
の
ま

ま
ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
て
税
務
署
に
送
信
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

「
同
コ
ー
ナ
ー
」
を
利
用
し
て
所
得
税
の
申
告

書
な
ど
を
作
成
す
る
と
、
次
の
点
で
便
利
で
す
。

①
24
時
間
い
つ
で
も
利
用
可
能
で
す
。

②
税
務
署
に
行
く
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

③
自
動
計
算
さ
れ
る
の
で
、
計
算
間
違
い
が
あ

り
ま
せ
ん
。

④
デ
ー
タ
を
保
存
す
る
こ
と
に
よ
り
、
い
つ
で

も
作
業
を
再
開
で
き
ま
す
。

⑤
保
存
し
た
デ
ー
タ
は
、
翌
年
以
降
も
利
用
で

き
ま
す
。

　

税
務
署
職
員
に
よ
る
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
の
出
張
申

告
相
談
を
行
い
ま
す
。

【
粟
野
公
民
館
】　

２
月
19
日
㈫
・
20
日
㈬

【
市
役
所
４
階
】　

３
月
１
日
㈮
～
15
日
㈮

《
必
要
な
も
の
》

●
電
子
証
明
書
付
き
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
市

役
所
市
民
課
で
取
得
で
き
ま
す
）

※
電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
は
発
行
日
か
ら
３

年
間
で
す
。
既
に
取
得
さ
れ
て
い
る
方
で
有

効
期
限
が
切
れ
る
方
は
、
市
民
課
で
更
新
の

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
電
子
証
明
書
等
の
取
得
に
関
す
る
問
合
せ  

市
民
課 

☎
22
・
８
１
１
６
）

●
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
（
家
電
量
販
店

な
ど
で
購
入
で
き
ま
す
）

問合せ先　税務課　☎２２－８１０６

税
の
申
告
正
し
く

お
早
め
に

　

今
年
も
税
の
申
告
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
申
告
し
な

か
っ
た
た
め
に
所
得
控
除
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
、

各
種
手
当
な
ど
の
受
給
手
続
き
が
遅
れ
た
り
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
所
得
証
明
が
出
せ
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
必
ず
期
限
内
に
申
告
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
！

問
合
せ
先　

市
役
所 

税
務
課

☎
22
・
８
１
０
６

２
月
18
日
㊊
～
３
月
15
日
㊎

で
は

市市
・
県
民
税

国
民
健
康
保
険
税

の
申
告
の
受
付
を
行
い
ま
す

★
左
の
日
程
表
を
よ
く
ご
確
認
の
上
、

各
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
告
期
間

●
平
成
25
年
１
月
１
日
現
在
、
敦
賀
市

に
住
所
が
あ
る
方
で
、
昨
年
１
年

間
に
何
ら
か
の
収
入
が
あ
っ
た
方

●
収
入
が
全
く
な
か
っ
た
方
ま
た
は

失
業
保
険
、
遺
族
年
金
、
障
害
年

金
の
収
入
の
み
の
方
で
、

▼
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
、
介
護
保
険
（
第
１

号
被
保
険
者
）
に
加
入
し
て
い

る
方
ま
た
は
加
入
予
定
の
方

▼
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・
児
童

扶
養
手
当
等
の
支
給
を
受
け
て
い

る
方
ま
た
は
受
け
る
予
定
の
方

▼
障
害
福
祉
に
関
し
て
、
所
得
に

応
じ
て
助
成
額
等
が
変
わ
る
制

度
を
利
用
さ
れ
る
方

　
（
同
世
帯
の
方
の
申
告
が
必
要
な

場
合
も
あ
り
ま
す
）

▼
平
成
25
年
度
に
市
内
の
私
立
幼

稚
園
に
入
園
ま
た
は
在
園
す
る

園
児
の
保
護
者
で
、
就
園
奨
励

補
助
に
よ
り
保
育
料
の
減
免
を

受
け
る
予
定
の
方

●
税
務
署
に
所
得
税
の
確
定
申
告
を

す
る
方
（
確
定
申
告
は
市
・
県
民

税
の
申
告
を
兼
ね
て
い
ま
す
）

●
一
カ
所
か
ら
の
給
与
収
入
の
み
で
、

勤
務
先
か
ら
市
役
所
に
「
給
与
支
払

報
告
書
」
が
提
出
さ
れ
て
い
る
方

●
公
的
年
金
収
入
（
遺
族
年
金
・
障

害
年
金
の
収
入
を
除
く
）
の
み
で
、

各
種
控
除
を
受
け
な
く
て
も
市
・

県
民
税
の
か
か
ら
な
い
方

●
印
鑑

●
平
成
24
年
分
源
泉
徴
収
票
（
給
与
、

年
金
収
入
が
あ
る
方
）

●
収
支
内
訳
書
、
帳
簿
、
必
要
経
費

の
領
収
書
（
営
業
、
農
業
、
不
動

産
収
入
の
あ
る
方
）

※
事
前
に
収
支
を
計
算
し
て
く
だ
さ

い
。

●
国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
・
介
護
保
険
料
・
国

民
年
金
保
険
料
・
小
規
模
企
業
共

済
・
生
命
保
険
料
・
地
震
保
険
料（
ま

た
は
旧
損
害
保
険
料
）
等
の
領
収

書
ま
た
は
支
払
証
明
書

●
医
療
費
の
領
収
書
や
レ
シ
ー
ト
、

保
険
等
で
補
て
ん
さ
れ
た
金
額
の

分
か
る
も
の
（
医
療
費
控
除
の
申

告
を
す
る
方
）

※
事
前
に
医
療
を
受
け
た
方
お
よ
び
病

院
・
薬
局
別
に
計
算
し
て
く
だ
さ
い
。

●
寄
附
金
受
領
証
明
書
（
寄
附
金
税

額
控
除
の
申
告
を
す
る
方
）

●
障
害
者
手
帳
（
市
町
村
長
等
の
認

定
を
受
け
て
い
る
方
を
含
む
）、
療

育
手
帳
等
を
お
持
ち
の
方
な
ど

申告受付日程

と　き ところ

19日㈫
20日㈬

9:00～16:00
粟 野 公 民 館
農協粟野支店
農協東部支店

21日㈭ 9:00～16:00
中 郷 公 民 館
農協東部支店

22日㈮ 9:00～16:00
愛 発 公 民 館
農協東部支店

25日㈪ 9:00～11:30 旧葉原小学校

26日㈫ 9:00～11:30 赤 崎 小 学 校

27日㈬
9:00～11:30 横 浜 公 会 堂

13:30～16:00 東 浦 公 民 館

2月

と　き ところ

1日㈮
4日㈪

9:00～
16:00

市役所（４階講堂）
農 協 敦 賀 支 店
農 協 粟 野 支 店

5日㈫ 9:00～
16:00

市役所（４階講堂）
農 協 敦 賀 支 店

6日㈬

9:00～
16:00

市役所
（４階講堂）

農協本店

7日㈭

8日㈮ 農協本店

11日㈪

12日㈫ 農協本店

13日㈬

14日㈭ 農協本店

15日㈮

3月

《確定申告出張申告会場》
　税務署職員による出張申告会場を
設置します。確定申告をされる方は、
こちらの会場をご利用ください。

２月 19 日㈫ ・ 20 日㈬　粟野公民館
３月 １ 日㈮～ 15 日㈮　市役所４階

　２月中は各地区へ出張申告を行って
います。市役所での申告は３月１日以
降にお願いします。

（土・日曜日は除きます）

問
合
せ
先　

敦
賀
税
務
署

☎
22
・
１
０
１
０

申
告
相
談
会
場
は

２
月
１
日
㈮
か
ら
！

申
告
・
納
税
期
限

の

▼
所
得
税  

３
月
15
日
㊎

▼
消
費
税  

４
月
１
日
㊊

１
月
31
日
㈭
以
前
に
、
確
定
申
告
の
相

談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
税
務
署
で
相

談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
限
ら
れ

た
職
員
で
対
応
し
て
い
ま
す
の
で
、
お

待
ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

税
務
署

申
告
が
必
要
な
方

申
告
す
る
必
要
の
な
い
方

確
定
申
告
の
作
成
は
「
確
定
申
告

書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
！

ｅ-
Ｔ
ａ
ｘ
を

ご
利
用
い
た
だ
く
前
に

申
告
に
必
要
な
も
の

変更事項　平成 22 年度の税制改正により、平成 25 年度分
の個人住民税（平成 24 年分所得税）における生命保険料控
除の見直しがなされました。
　今回の改正では、生命保険料控除の合計適用限度額の 7 万
円に変更はありませんが、従来の一般生命保険料控除（改正
前：適用限度額 3.5 万円）と個人年金保険料控除（改正前：
適用限度額 3.5 万円）に、介護医療保険料控除が新設され、
それぞれの保険料控除の適用限度額が 2.8 万円へと変更され
ます。
　ただし、平成 23 年 12 月 31 日以前に締結した生命保険契
約（以下「旧契約」といいます。）については、従来の一般
生命保険料控除及び個人年金保険料控除の適用限度額 ( それ
ぞれ 3.5 万円 ) がそのまま適用されます。

注意事項
●以上の見直しについては、平成 24 年 1 月 1 日以降に締結

した生命保険契約等（以下「新契約」といいます。）から
適用されます。

●平成 23 年 12 月 31 日以前に締結した旧契約に係る控除に
ついては、従前の適用額が適用されます。（それぞれ限度
額 3.5 万円）

●新契約と旧契約の両方について控除を受ける場合は、限度
額が 2.8 万円になります。

計算方法
①新契約に基づく場合の控除額
　一般生命保険料控除、個人年金保険料控除、介護医療保険
料控除の控除額については、次の表のとおり計算します。

②旧契約に基づく場合の控除額
　従前の計算方法が適用されます。

③新契約と旧契約の双方に加入している場合の控除額
　新契約と旧契約の双方に加入している場合の新 ( 旧 ) 生命
保険料または新 ( 旧 ) 個人年金保険料は、生命保険料または
個人年金保険料の別に、次のいずれかを選択して控除額を計
算することができます。

 

④生命保険料控除額
　①～③による各控除額の合計額が生命保険料控除額となり
ます。なお、この合計額が 7 万円を超える場合には、生命保
険料控除額は 7 万円となります。

支払保険料の金額 控　除　額
12,000 円まで 支払保険料の全額
12,001 円～ 32,000 円 支払保険料の金額× 1/2+6,000 円
32,001 円 ～ 56,000 円 支払保険料の金額× 1/4+14,000 円
56,001 円 ～ 28,000 円

支払保険料の金額 控　除　額
15,000 円まで 支払保険料の全額
15,001 円 ～ 40,000 円 支払保険料の金額× 1/2+7,500 円
40,001 円 ～ 70,000 円 支払保険料の金額× 1/4+17,500 円
70,001 円 ～ 35,000 円

適用する生命保険料控除 控　除　額
新契約のみ生命保険料控除を適用 ①に基づき算定した控除額
旧契約のみ生命保険料控除を適用 ②に基づき算定した控除額

新契約と旧契約の双方について
生命保険料控除を適用

①に基づき算定した新契約
の控除額と②に基づき算定
した旧契約の控除額の合計
額（最高 28,000 円）

平成 25 年度からの

個人市・県民税の改正点

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.nta.go.jp/

介護保険等を利用されている方は、
16 ページもご覧ください。


